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象があった.私にとってそれは1982年 Boulder における Non-equiHbrium
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川崎 恭治
例である｡これは大変な難問で､その頃この様な難問を扱う新しい計算法が次々に開発さ
れた｡即ちMartin-Siggia-Rose(1973),Ma-Mazenko(1975),Deker-Haake(1975),
Bausch-Janssen-Wagner(1976).DeDomjnicjs-PeJitj(1978)等の仕事がそれであ
るOこれらの技法はその頃現れた WHson のくりこみ群の考えと組みあわされ動的く
りこみ群 (DynamicalRenormalizationGroup､略してDRG) に結実した｡これで
CDの理論は完成した｡こう見てくれば､DRGに到るまでのCDの理論の発展の主流を
成す寄与は殆どすべて外国にさらわれたと言っても過言ではないことがわかる【3】｡せっ
かく日本で早くスタートをきっておきながら､この結果は残念な事である｡私は1973
年帰国したが､その時には､はさすがに多数の人が関心をよせてくれた｡しかしCDの基
本的な仕事は大体終わっていたのである｡
所でCDの最終理論であるDRGは初期のMCTとは全く違った美しい理論体系になっ
てしまった｡しかしその源流はFixmanや私の初期のMCTにある事にはかわりがない｡
この様な事を長々と書いたので.､年寄りの自慢話と受け取られる方がおられるのは承知し
ている｡しかし次ぎを読んでもらえば私の意図が別の所にある事がお分かりいただけるで
あろう｡
ここで話しを現在に戻す｡ガラスのMCTはCDとの比較で言えば1960年代末の
CDに対するSelf-ConsistentMCTに相当する.前述した様にCDではその後に理論
面での整備が急速に進んだ｡そうみると､現在のガラスのMCTは未だ赤ん坊である､し
かし大きな可能性を秘めた赤ん坊であると言える｡もしガラスの最終的な理論が将来仮に
作られる事があるとすれば､恐らくそれは現在のMCTとは似てもにつかぬ形のものにな
ろう｡しかし､その源流は現在のMCTにあると思う｡何故なら､星の数ほどある ad
hocなガラスの模型の中で唯一成功した第一原理 (即ち非平衡統計力学の正統な流れ)
に基ずく理論だからである【4】｡ここに他のどの模型にも増してMCTが注目を集め数多
くの実験や計算機の仕事がそれを検証しようとしている真の理由がある｡しかし現在の
MCTは余りにも多くの実験や計算機の仕事との比較に使われてすり切れてしまってい
る｡いわゆるExtendedMCTの混迷がそれを如実に示している｡次世代の理論が切に求
められる時期がとっくにきているにもかかわらず､まだそれは出来ていないし､YKis
の議論を聞いた限り､どの方向に進めばよいか見通しもない様である｡ガラスの問題に参
入するとすれば､今が最良の機会である様に思われる｡今ならば今後主流となるであろう
理論を作れる可能性がある｡私もあるアイデアを得てそれを進める努力はしているが【2】
､60才代の半ばを過ぎ､国立大退官後の厳しい研究条件の下ではいつまで続けられるの
か不透明である｡このままでは今度も又CDの時と同様にクリー ムはすべて外国に取られ
てしまう事になるq)であろうか.今回の様に本来のYKJSの主旨をはずれた不明朗な運営
がまかり通る様ならば､ガラスに限らずわが国の基礎研究の未来は暗いと言わざるを得な
い｡
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文献及び註
【1]S.Yip,guesteditor,ThemeIssueonRelaxationKineticsinSupercooled
Liquids-Mode Coup=ngTheoryanditsExperimenta一Tests,Transp.Theor.
Slat.Phys.24(6-8)(1995)
【21ここで述べる内容の学問的な部分については実は YKIS に続く重点領域国際会議で
rBeyondSelf-ConsistentModeCouplingTheory-.WhatCanWeLearnFrom
OurExperiencelnCriticalDynamics7?｣
と言う題で話しをさせて頂いた.この ｢重点｣での私の話の内容が YKlSの講演として筋
違いか､レベルが低すぎるか､両方の会議に出席された方々が判断されるであろう｡
【3】 何分､大昔の事なので見落としがあるかもしれない｡その節はご容赦下さい｡又こ
こではCDの個別の問題での寄与は省いた｡尚､本文中で引用した筆者の1966年､
1970年の論文は始めから終わりまで米国滞在中になされ､発表された仕事なので､国
内からの寄与に入れるわけには行かない｡
[4] 平衡､非平衡を問わず統計力学を貫く精神は租視化(coarse-grajnjng)の一語に尽
きる｡その最たるものは､平衡統計力学の手法である｡天文学的数の自由度を持つ系の状
態を2つとか3つの巨視変数で表現してしまうのである｡久保等による線形応答理論では
巨視変数が流体力学変数になる｡租視化には色々なレベルがあってよい｡中島-
Zwanzig一森の射影演算子も同じ精神である.MCT又然りである.今のガラスのMCT■
が如可にったなかろうと､この精神が一本通っていることに変りはないのである｡この意
味で何の基礎もない勝手に作ったモデルとは一線を画している｡
*)このプログラムおよび会議報告は､本号の研究会報告欄に掲載｡(編集部注)
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